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 局－1

Ⅰ 趣旨 

 

 この指針は、有機溶剤中毒予防規則（昭和 47 年労働省令第 36 号。以下「有機則」という。）

第 20 条、鉛中毒予防規則（昭和 47 年労働省令第 37 号。以下「鉛則」という。）第 35 条、特定

化学物質障害予防規則（昭和 47 年労働省令第 39 号。以下「特化則」という。）第 30 条、粉じ

ん障害防止規則（昭和 54 年労働省令第 18 号。以下「粉じん則」という。）第 17 条又は石綿障

害予防規則（平成 17 年厚生労働省令第 21 号。以下「石綿則」という。）第 22 条の規定による

局所排気装置の定期自主検査の適切かつ有効な実施を図るため、当該定期自主検査の検査項目、

検査方法、判定基準等を定めたものである。 

 

Ⅱ 準備すべき測 5

）砥∭ 臋赧
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検 査 項 目 検 査 方 法 判 定 基 準 
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検 査 項 目 検 査 方 法 判 定 基 準 

(3) レシーバ

式フードの

開口面の向

き 

 作業が定常的に行われてい

るときの発生源から飛散する

有害物の飛散の状態を調べ

る。 

 有害物がフード外に飛散せ

ず、フードに吸い込まれるこ

と。 

① 塗装用ブース（水洗式の

ものを除く。）等で、フード

にフィルタが使用されてい

るものについては、その汚

染、目詰まり、破損等の状

態を調べる。 

① フィルタにフードの吸い

込みの機能を低下させるよ

うな汚染又は目詰ぼ
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検 査 項 目 検 査 方 法 判 定 基 準 
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検査項目 検査方法 判定基準 
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検 査 項 目 検 査 方 法 判 法
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検 査 項 目 検 査 方 法 判 定 基 準 

  



 局－16

検 査 項 目 検 査 方 法 判 定 基 準 
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検 査 項 目 検 査 方 法 判 定 基 準 

   

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 備考 

 １ 寸法の単位は、メートルとする。 

 ２  印及び・印は、測定点を表す。 

 ３ この図に示す型式以外の型式のフードの局所排気装置に係る測定
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Ⅳ 留 意 事 項 

 


